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１０ 
 



がりを生み す図書館 なるた に、あなたは何をしますか？ を ー に ー カ を

行なった。 学 大学文学 の が ー ー ーを 、２ に かれ、１ラ

２０ で３ラ の話し合いを行なった。今 の ムの大 な ー 図書館 新

図書館が 人 人 の ま なる意見交換が活 に行な れ、 ム最終 を るに

さ しい ー カ であった。３グ ープが して を行なった。 
以 、 ー がま た話し合いの を する。 

の は、 学 大学図書館 で見るこ がで ます。 

インター トの により 子 書 出等の図書館 ー ス

を けられるようになった 、図書館をめったに利用しない人

けには や などSNSを ての を、そして図

書館によく を 利用者には、本の ー ーケ ト、 本 み か 、

ー ル ースの など しいイベントや、 な の人と で る

を ることで、 たな繋がりを生み出 ことがで る。

者 の なる プ ー と 者が共 る くりが必要だが、それぞれの の さは なるた

め、住み分けを ることが重要となる。 （梅光学院大学大学院文学 ）

の が なものとなった。 書会、部 に出かけてのプ ン、 ポートの書 、院生

の 、本の （ 本 ）等。 を出 必要なのは、 続 であることと、広報であ う。ポス

ターを る、 を う等で広報 るが、 されることは くない。また、図書館にまず しん

でもらう の も出た。 る ラは しみと に話 の共 もで る。大学ごとに院生と学部生の わりの

合いが うことを り、 本学でも めてい たい。 （梅光学院大学大学院文学 ）

グループでは、まずどう れ 図書館を して人と人とを繋 ことが出 るか ました。コラー

ュを図書館に る活動をしている大学の報 は、 に を ました。 を切り いて 用 に

るという活動を学生や職員が ることによって、繋がりが 生 るとのことでした。それぞれの大学

で「人と人が繋がる」活動を さ ていけれ と いました。 （梅光学院大学子ども学部 年 ）

図書館は学生た に いをしている。 くの学生に を んでもらうために、本 大 などの

行に を けたり、学生の める本や を取り れたりしているが、まだまだ いは かない。この

「 い」をどのようにして けていくのかを、 た の で話し合い、図書館が ー ルなどと して

イベントを ることで、図書館と学生がつながって、「 い」になれるようにしていこうとまとめた。

（梅光学院大学文学部 年 ）

た の では、まず学生と繋がることを ー に な話が出ました。利用者を さ ない

や のよい の はどうかという意見が出たり、 書会を っかけに出会いが生まれたり

しないか、また、 との でイスや などを シ な のような にしたら人が るので

はないかという話が出ました。 （梅光学院大学文学部３年 部 子）

た は、 的な大学図書館の について話し合った。 ス ースを作る、トー ス

ースを作る、 機 を るなど 的な を した で、図書館の で っているので

はなく、こ らから 出し、図書館 での し出しを行う、イベントの をポスターだけでなく

で行う、などの意見が出た。 （梅光学院大学文学部３年 子）
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１１ 
 

た の では、過 という から「つながり」について話し合った。図書館を に

な グループをつな 大 な ト ー をつくる、またはグ ズ作りや情報 によって図書館

に を ってもらうことから、 の利用者をつくることが ではないかと話し合った。また、学生

スタ の や ュ ーの問 など にわたる意見が出た。

（梅光学院大学文学部３年 ）

の人とのつながりについて、まず話し合った。大学図書館は の人にとって が いが、

その をどこまで げてよいのかが問 である。 や一 的な図書を大 に取り れるなど

れ 、 とのつながりは るかもしれない。しかし、学 の としての大学図書館であることとの

ランスが しい。

何はともあれ、図書館に る っかけを作ることが重要である。それには、利用者を さ る ー ス（

気）を しなけれ いけない。 （梅光学院大学文学部３年 大山 ）

繋がる、ということについて な から た。人と、本と、 代を て、 を て、 と、

ポーター と、職員と。図書館にはたくさんの繋がりや、またその っかけがある。 た は図書

館をそのままの意 で 用 るのではなく、図書館を て何かと繋がり、 していくことが必要。

話の で しかったのは、 のない利用者にどのようにして、 プ ー をしていくか。大事だと ったのは、

利用者の を く を しなけれ ならないな、ということ。 （梅光学院大学文学部３年 ）

では、図書館と利用者を「繋 」 に重 を いて話し合った。利用者が利用しや い

を る、それを広報 るにはどんな を取る か。また、そもそも図書館 いてもらうためにで

ることはないか、といったことを話し合った。図書館利用の 会を いたり、 め図書を見て

もらうなどの意見が出た。 （梅光学院大学文学部３年 子）

との繋がりから たので が、大学図書館に一 の の を にはどうしたらいい

のかということを に話し合いが行われました。継続的に行 るイベントを したり、学生が

のある分野を の （ に子 ）に てあげたり、 を話 などの がありました。そのよ

うな活動は、 の だけでなく学生 の学 にも繋がると結論付けました。その 合、広報を して行う必要

性があると話し合いました。 （梅光学院大学文学部３年 野 子）

ー ルでは一 して、つながる に図書館はどう かの 的な について話し合った。

出た を分 ると、イベント 、 の広報、本を れた での などに分けられる。 書会や

み か の 、本のポ プに を り合ったり、 など トを利用した広報、また

に ートを いて に書 などの、 で そうな イ の や が活 に行われた。

（梅光学院大学文学部３年 野 ）

では、人と図書館の繋がりを生み出 ためには、まず図書館に てもらうことが必要だとい

う話になりました。人を ためには、 ルグ ズや ラ ターを作り、本を何 んだら

プ ントなどの をしたり、行事ごとにイベントを るという意見がでました。そしてこれらを

ってもらうために、SNS や ー ュー 、 ン ーションで ってもらうという意見が出ました。一 大切なこ

とはこれらを継続的に続けていくことという結論になりました。 （梅光学院大学文学部３年 子）

まず、「繋がり」とは何だ うと話し合った。図書館で「繋がり」を生み出 には、まずは図書館

を んでもらわなけれ いけない。そこには っかけが必要 である。 人を れて行く、本を

る、ポスターを る、SNS を利用しての広報を るなどの っかけ作りをし、「繋がり」の

続的な 生を ることが必要である。 （梅光学院大学文学部３年 人）
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１２ 
 

一 ラウンド共に、ラーニングコ ンズについて話しが り がった。まったく機 していない

大学、 の大学と大 くわかれた。人を や ために ラをやったという もし い意見

やイベント（ トル 会）をしたという意見もでた。しかし、 ラウンドではあ てつながり

を意 しない、つながりを 的としなくてもよいのではないかという意見に 意 る ン が出た。情報や人、

本といったものが とつながりを生 のではないだ うか？ （梅光学院大学文学部３年 いずみ）

つながりをもつために何を るか、という問いに対し、 と がつながるのか、それは図書館の か

かといった、 な の な意見が出された。つながりを生 ためには、まず利用者を やし、

その に 的な広報をあ てしない がより 的で利用しや いかもしれないといった、 には

の意見もあったが、 を して やかに、 的に話を めることがで 、意見を共 ることがで た。

（梅光学院大学文学部３年 ）

では に繋がりという ー に対して 、学生と職員、そして図 ポ の繋がりという３つの

事 について話合いました。

人的に面 いと った意見は ポーターと職員の を める に 事を共に るというもので

。どんな をやるにしても ポーターと職員のつながりがうまくいってないと が しいと うからで 。

、梅光にも取り れたいと いま 。 （梅光学院大学文学部３年 ）

まず学生 のつながりを強めれ 、 トルなどのイベントに しや くなり、「人と人」

「人と本」をつな ことがで る。図書館の本を、人が集まる って行 し出しもで る「 出

、図書館」の や、のん りとで るス ースのある、行 たくなる図書館作りを る、 シュ

りや図書館合コンを して話 作りを るという イ も出た。 の人に して とのつながりを作る

合、 共図書館と大学図書館の を 出 にはどう れ よいか話し合った。

（梅光学院大学子ども学部３年 ）

まず何とつながるのかについて話し合った結 、 学生 利用者とつながるということを話し合っ

た。 面の ー や気 いにより、利用者 が 、 、利用者とのつながりが のではな

いか？ 、一人用の ー ル、 、 に し出 る会 など。

また、学生 のイベントを行うことで、学生が や くなり利用者 につながるし、図書館の 、イ ー を

さ ることがで るのではないか？ 、 ポートの書 や本 など。

図書館は、年 が わるため、 によってつながり も る必要がある。

（梅光学院大学文学部２年 ）

では、 ず と繋がるかという話になり、 大学の学生さん

が学生 として 生とのつながりの話をしてくれました。その

、大学生に を ってもらうにはなどの意見が出ました。一

、図書館は人とつながらなくても て い 、という一面も大切ではない

かという話 が出て、本とつながることで人を 気 ける でもあると共 し

ました。そしてこのシンポ ウ の 者とのつながりを大切にしていこうとい

う切なる いを ました。 （梅光学院大学文学部２年 子）

ー ルでは、人と人がつながるイベントを ると いという が出ました。イベントを

るための ラン として学生、 大学の学生、 の と しながら、 れ いイベン

トになるはずで 。

そして、そのイベントの情報共 の 、報 の を作ることにより、さらにいっそうの が されると話し合

いました。 （梅光学院大学子ども学部１年 ）
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１３ 
 

「繋がり」とは？という問いに対し、まず図書館に人を集めるには、ということから話し合った。１ラウン

ドでは広報やイベントの重要性について話し合った。

２ラウンドでは、図書館とは？情報とは？とそもそもの概念や、それぞれの大学での取組みについ

ての話が出た。

３ラウンドでは、利用者も職員も共にコミュニケーションの機会を作ることが重要という結論であった。

（梅光学院大学人文学部１年 廣延 健）

そもそも「つながる」って何？ということから始まった。図書館では、司

書さんと学生、学生と学生等のつながりがある反面、図書館でつなが

る必要があるのか？との意見も出た。図書館で一人静かに過ごしたい

人もいるのである。グループで話し合いながら勉強したい人と一人静かに過ごし

たい人との住み分けに気を付ける必要があるなどの意見が出た。

（梅光学院大学子ども学部１年 水野 楓）

人と繋がるためには、広報が大切であるという話になりました。年代や性別のニーズに合うよう、SNS
やポスターなどで広報していくことが大事だと話し合いました。図書館の本質を損なわず、活かして、

人と人をつなげるための広報活動を継続的に行うことが重要と言う結論になりました。

（梅光学院大学子ども学部１年 山本 彩世）



読書通帳機・予約ロッカー・自動書庫など、最新のＩＴ機器を備え

た公共図書館を、希望者のみ見学した。 



全プログラム終了後、希望教職員のみで意見交換会を行なった。２０大学３５人の参加があり、１

時間半の短い時間の中、お弁当を食べながら意見交換を行なった。 
学生の自主性を向上させるには？協働事業を継続させるには？

今までの活動で反響があったものは何か？制度上の保証が明文化

されているか？などについて報告し話し合った。これから学生協

働に取り組む大学も多く参加し、すでに１０年以上学生協働を行

っている大学からの報告を熱心に聞くなど、全国的な関心の高さ

を示す内容であった。 
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